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2.1 田辺市の特性 

 

  1) 位置と地勢 

   田辺市は、紀伊半島の南西部、和歌山県の南部に位置しており、有田川町、日高川町、印

南町、みなべ町、上富田町、白浜町、古座川町、新宮市、奈良県十津川村、野迫川村に接し、

東西約46km、南北約47km、総面積1,026.91km2の広大な面積を有しています。 

   また、市の地形は、西寄りの海岸部に都市的地域を形成するほかは、約9割を森林が占める

中山間地域が広がっており、さらに、日高川、富田川、日置川、熊野川の河川流域には、自

然環境豊かな地域が形成されています。 

 

   交通については、海岸部に沿ってJR紀勢本線が通っており、JR紀伊田辺駅から大阪市内ま

での所要時間は約2時間、南紀白浜空港から東京国際空港(羽田)まで約1時間となっており、

また、平成19年11月に近畿自動車道紀勢線が田辺市まで延伸したことにより、京阪神地域・

関西国際空港まで車で約2時間と大都市への交通の利便性がさらに高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【橘湾】 
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2) 土地利用 

   土地利用の現状は、全体面積の88.4%を森林が占めています。続いて農用地は3.5%、宅地は

1.3%、それ以外の土地利用は6.8%となっています。 

   また、地形の形成状況は、海岸部から平野部を経て、広大な山地部へ移行しています。    

  【土地利用状況】 

区 分 面 積 割 合 

農用地 35.96km2 3.5%

森 林 907.28km2 88.4%

水面・河川・水路 18.14km2 1.8%

道 路 19.64km2 1.9%

宅 地 13.69km2 1.3%

その他 32.20km2 3.1%

合 計 1026.91km2 100.0%

                 資料：市土地対策課(平成27年10月1日現在) 

 

3) 気 候 

   気候は、海岸部については黒潮の影響を受けるため、寒暖の差が比較的小さい温暖多雨な

太平洋型気候となっています。また、山間部については、1,000m級の山々がそびえているこ

とから寒暖の差がある内陸型の気候となっており、市内でも地域差がみられます。 

 

   【気象状況】 
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   【気温(℃)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【降水量(mm)及び日照時間(時間)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 気象庁の統計から、田辺市内観測所(栗栖川・龍神)における平年値を用いました。 

     平年値は、(1981～2010年)の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。 
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  4) 人 口 

    (1) 総人口及び年齢別人口 

   総人口は、平成27年の国勢調査結果では74,419人となり、平成7年以降、年々減少傾

向が強まっています。 

   平成27年における総人口に占める年少人口の割合は12.4%で、全国平均12.6%をやや

下回っています。また、生産年齢人口についても56.3%で全国平均60.7%より低く、老

年人口については31.3%と全国平均26.6%を上回る結果となり、本市における高齢化の

進行が年々顕著になっています。 

 

 

   【人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  【年齢別人口 (人)】 
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    (2) 就業人口 

   就業人口の総数は、平成7年まで増加していましたが、平成12年より減少傾向に転じ

ており、それに伴い就業率もやや下降しています。 

   あわせて産業別の就業人口についても、すべての産業で減少傾向を示しています。 

   平成27年における就業人口の産業別構成比は、第1次産業が12.3%で全国平均3.8%と

比較して極めて高く、第２次産業が18.8%で全国平均23.6%より低くなっています。ま

た、第３次産業については、67.5%で全国平均67.2%より若干高くなっています。 

 

      【産業就業人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【産業別就業人口 (人)】 
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2.2 田辺市水道事業の沿革 

 

     田辺市の水道施設は、明治の中頃に稲成町糸田の高山寺ふもとの会津川を水源として、

元町尾の崎に集水槽を設けた施設が江川中町にありました。 

 しかし、町の中央部には施設がなく、井戸を掘り生活用水として利用していましたが

水質が悪く、また夏冬には水量が不足するので自然水を利用していました。そのため伝

染病が絶えず、保健衛生の面からも上水道の布設が望まれていました。 

 一方、国鉄紀伊田辺駅が開業し、周辺が開発され始め、また防火の上からも上水道が

必要となってきました。 

 そこで、昭和8年から調査に着手、昭和11年5月町議会の議決を得て同年6月に上水道

布設認可申請を行い、昭和11年12月上水道布設事業の認可を受けて工事に着手しました。 

 水源地を万呂村大字下万呂（現在の水道事業所）とし、江川上水道を買収して昭和14

年4月1日から給水人口25,580人で給水を開始しました。 

 

 その後、周辺市町村の合併に伴う人口の増加で2回の拡張事業を実施して給水区域の拡

大を行い、水源を会津川伏流水と地下水に求めましたが、昭和40年代前半の渇水で会津

川からの取水が困難となり、夏には給水制限を行うこととなりました。 

 そのため、新たな水源を隣の富田川に求め、昭和46年8月上富田町との間で分水契約を

締結、1日7,000 を受水することで水不足は解消することができました。 

 しかしながら、昭和40年代後半から市郊外での開発が進み、また飲料水だけでなく生

活用水としての水道利用も進み、丘陵地では水圧が低下し始めました。 

 

 第3回拡張事業変更では、芳養川に新たに水源を求め、浄水場・配水池などを建設して

水需要に応えようとしましたが、芳養水源は類のない「鉄バクテリア」による赤水が発

生したため取水を中止せざるを得ませんでした。 

 そのため、昭和56年に上富田町からの受水量を5,000 増量しました。 

 昭和50年代後半も開発が進むとともに、水道利用施設の建設などで使用量が増加、給

水量が公称能力1日36,000 を超えてきたため、新たな水源を確保すべく白浜町からの1

日18,000 受水を目的に、昭和61年8月第4回拡張事業の認可を受け工事に着手、平成4

年3月に計画給水人口71,500人、1日最大給水量48,000 の施設が完成し、会津川を水源

とした西部水系、上富田町からの受水による東部水系、白浜町からの受水による中部水

系を核とした現在の給水体系が確立されました。 

 

 平成17年5月の市町村合併を契機に、秋津川、日向、稲成簡易水道を上水道へ統合し、

さらに平成22年4月には、長野、古屋谷、大坊団栗簡易水道を上水道に統合しました。 

 平成30年4月、龍神温泉、上宮代、龍神中央、福井・下柳瀬、福井・甲斐ノ川、甲斐ノ

川・小家、湯ノ又・上広井原、鮎川、おおとう、川合、栗栖川、近野、小松原、真砂、

下湯川、本宮、三里、川湯及び四村西簡易水道を上水道へ統合し、これにより、市内す
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べての簡易水道の上水道への統合が完了しました。 

 

 現在の計画給水人口は82,233人、1日最大給水量は43,957.65 となっています。 

   

 

 

 【田辺市街を望む風景】 
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【田辺市水道事業拡張等の経緯】 
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2.3 田辺市水道事業の現状 

 

  1) 給水状況 

    田辺市内における水道普及率は、平成29年度実績で94.9%です。 

      

 【水道普及状況】 
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  2) 田辺市水道事業の水系図及び施設位置図 

     本市の水道事業は、計33の水系に区分され分布しており、運営しております。その他

にも、水道未普及地域では飲料水供給施設などといった小規模な施設も多数存在してい

ます。    
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     (1) 田辺地区の水道施設 

 田辺地区は6つの水系に分かれており、近年整備された比較的新しい施設と、昭和

30～40年代に整備された耐用年数が近い施設が混在しており、今後計画的に老朽化

施設の更新を進めていく必要があります。 

 西部水系、秋津川水系及び長野水系については、表流水または地下水を水源とし、

緩速ろ過または急速ろ過方式による浄水処理を行っています。伏菟野水系について

は、地下水を水源とし、膜ろ過方式により浄水処理を行っています。また、中部水

系は白浜町から、東部水系は上富田町からそれぞれ浄水の用水供給を受けています。 

 

 【田辺地区の施設位置図】 
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【田辺地区施設系統図】 

 

【西部中継ポンプ所】
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【中部配水池】 
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【東原長尾第 1 中継ポンプ所】
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   (2) 龍神地区の水道施設 

 龍神地区は8つの水系に分かれており、ほとんどの水系の施設が平成5年以降に整

備しているため、比較的新しいといえます。水源は表流水、地下水など様々ですが、

浄水方法は急速ろ過方式で統一しています。 

 

 【龍神地区の施設位置図】 
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【龍神地区施設系統図】 

 

 

【殿原浄水場】 
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【柳瀬浄水場】 

2-18



第 2 章 田辺市水道事業の概要 

 

 

 

 

 

【小家浄水場】
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   (3) 中辺路地区の水道施設 

 中辺路地区は6つの水系に分かれており、小松原水系を除く5つの水系の施設につ

いては、平成10年度から平成27年度にかけて計画的に施設の更新及び整備を行って

まいりました。水源は表流水、湧水、地下水など様々ですが、浄水方法は小松原水

系のみ緩速ろ過方式、その他5水系は急速ろ過方式を採用しています。 

 

【中辺路地区の施設位置図】 
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【中辺路地区施設系統図】 

 

 

 

 

【福定取水所】
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【川合浄水場】
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【栗栖川浄水場】
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【真砂浄水場】
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   (4) 大塔地区の水道施設 

 大塔地区は7つの水系に分かれており、近年、特に老朽化が進行していると判断し

た打越水系、保平水系、竹ノ平水系の主要施設について更新を行いました。残る水

系の主要施設についても、今後、計画的に更新していく必要があります。水源は表

流水または地下水であり、浄水処理方式については、緩速ろ過、急速ろ過、塩素滅

菌のほか、膜ろ過方式と様々な方式を採用しています。 

 

 【大塔地区の施設位置図】 
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【大塔地区施設系統図】 

 

 

 

 

 

【下附浄水場】
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【下平取水所】 
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【打越浄水場】
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【保平第 1 配水池】
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   (5) 本宮地区の水道施設 

 本宮地区は6つの水系に分かれており、九鬼水系と川湯水系の一部を除く主要施設

については、平成5年以降に整備しているため、比較的新しいといえます。中には老

朽化が進行している施設も残っていることから、今後、計画的に更新していく必要

があります。水源は、伏流水、地下水など様々ですが、浄水方法は九鬼水系のみ緩

速ろ過方式を採用しており、その他の水系では膜ろ過方式を採用しています。 

 

【本宮地区の施設位置図】 
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【本宮地区施設系統図】 

 

 

【伏拝第 3 配水池】 
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【川湯浄水場】
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